
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山茶花.webp 山茶花.webp

 

地区の森林資源が集中する樺の木山を横断する林道の維持管理

事業（市より受託、約 6kmの草刈りと側溝さらえ作業）、ことし

は 12月１日～３日の３日間で行いました。 

区長各位・当協議会役員・昨年参加頂いた有志各位を対象に参

加者を募ったところ、２６名の方々より計 42人日のご応募をい

ただきました。 

日頃は過激な作業を控える熟年中心のメンバー構成ですが、手

抜きなど一切せず、誠実に作業をこなす津房のオイサン方の気質

を存分に発揮、見事な出来映えに仕上げて頂きました。 

なお、今回から小唐川区長の 

佐藤豊孝さんがユンボ付きで参 

加下さり、リース分とのユンボ 

２台体制での作業となり、人力 

作業の軽減、作業時間短縮で大 

きな効果がありました。 

出役各位には本稿にて厚く 

御礼申し上げます。 

大
坪 

ち
よ
子
さ
ん
（
六
郎
丸
）
よ
り 

ご
夫
君  

大
坪 

征
輔
様 

（
享
年 

八
十
五
歳
） 

ご
逝
去
に
際
し
て
の
香
典
返
し
の
儀
と
し
て 

ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

当
協
議
会
の
活
動
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、 

ご
意
向
に
お
応
え
し
て
参
り
ま
す
。 

 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 
 

 

前号で参加者を募集した標題のイベント、１5名ご参加のもと開

催しました。 （他に、急用で来られず、ポットのみの注文者 3人） 

作業はフラワーうささんのビニールハウスを借りて行い、先生役

の久野マネージャさんと菅原会長のアドバイスを受けながら、春に

向かって満開となる１０種類の花を、各自好みでアレンジしたフラ

ワーポットを小１時間掛けて仕上げました。 

作品はミニ品評会のあと 

持ち帰っていただき、年末 

年始の玄関先を華やかに飾 

られて、道行くひとの目を 

楽しませてくれる筈です。 

 

 

                  

厚
生
労
働
省
策
定
の
「
健
康
寿
命
延
伸
プ
ラ
ン
」

で
は
、
2

0

4

0
年
ま
で
に
健
康
寿
命
を
男
女

と
も
に
3
年
以
上
延
ば
し
、
75
歳
を
超
え
る
目
標

を
掲
げ
、
誰
も
が
よ
り
長
く
活
躍
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
お
り
、
「
引
き
こ
も
り
防
止
に
繋
ぐ

事
業
」
と
と
も
に
「
自
然
に
健
康
に
な
れ
る
食
環
境

づ
く
り
」
が
大
事
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
般
、
当
地
区
で
そ
の
事
業
の
リ
ー
ド
役
を
果
た

す
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」
が≪

健
康
づ
く
り
は
食
生
活

の
改
善
か
ら≫

を
実
践
す
る
た
め
、
短
時
間
の
講

座
、
実
際
の
調
理
体
験
と
試
食
を
通
じ
て
そ
の
コ
ツ

を
習
得
し
て
頂
こ
う
と
、
左
記
の
内
容
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。 

 

元
気
で
長
生
き
し
た
い
方
、
奮
っ
て
ご
参
加 

く
だ
さ
い
！ 

【
日 

時
】
令
和
8
年
１
月
１５
日
（
木
） 

 

午
前
９
時 

～
（
調
理
体
験
も
さ
れ
た
い
方
） 

午
前
１１
時 

～
（
講
座
か
ら
ご
参
加
の
方
） 

な
お
、
講
座
は
約
３０
分
間
で
、
１２
時
か
ら 

皆
さ
ん
で
試
食
（
約
３０
分
の
昼
食
）
で
す
。 

【
場 

所
】 

津
房
地
区
公
民
館 

【
募
集
人
数
、
参
加
料
】 

 

２
０
人
程
度
、
参
加
費
無
料 

 

＊
予
約
な
し
の
当
日
ご
参
加
で
も
結
構
で
す
が
、 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
務
局 

（
岡
ま
た
は 

井
福
）
へ
予
め
お
届
け
頂
く
と
有
難
い
で
す
。 

【
予
定
メ
ニ
ュ
ー
】 

① 

お
こ
わ
風
ま
ぜ
ご
は
ん 

② 

鶏
と
き
ゅ
う
り
の
水
餃
子
（
ス
ー
プ
仕
立
て
） 

 

③ 

さ
つ
ま
い
も
と
り
ん
ご
の
茶
巾 

古
書
に
よ
れ
ば
、
楢
本
の
若
宮
社
は
津
房
庄
の
総
鎮
守
、

明
治
時
代
の
近
代
社
格
制
度
で
は
、「
郷
社
」
の
扱
い
で
あ
っ

た
そ
う
で
、
そ
の
名
残
り
か
、
境
内
に
は
南
北
西
の
3
つ
の

門
や
本
（
神
）
殿
、
拝
殿
、
舞
殿
、
神
輿
蔵
な
ど
7
棟
の
社

殿
が
建
っ
て
い
ま
す
。 

 

去
る
12
月
6
日
、
こ
れ
ら
の
社
殿
の
う
ち
の
舞
殿
（
神

楽
殿
）
奥
側
の
傾
斜
天
井
面
に
飾
る
「
絵
馬
」（
油
絵
、
サ
イ

ズ
80
号
相
当
）
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

奉
納
者
は
地
元
・
楢
本
の
永
田
知
徳
氏
で
、
同
氏
が
こ
と

し
米
寿
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、 

 

境
内
を
自
由
に
駆
け
る
馬
の
姿
を
題
材
に
し
て
制
作
さ
れ
た

作
品
で
す
。 

 

津
房
地
区
に
お
住
い
の
方
で
も
、
他
集
落
の
神
社
で
あ
る

若
宮
社
を
訪
ね
る
機
会
は
少
な
い
も
の
で
す
が
、
一
見
の
価

値
あ
る
大
作
に
つ
き
、
天
気
の
良
い
日
、
散
歩
を
兼
ね
て
訪

れ
ら
れ
て
は
如
何
か
と
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

な
お
、
す
ぐ
横
の
楼
門
に
は
、
同
氏
が
制
作
・
寄
贈
の
楠

の
一
木
彫
り
、
一
対
の
大
型
狛
犬
も
鎮
座
し
て
い
ま
す 

標
題
の
説
明
会
、
予
定
通
り
去
る
12
月
5
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

1

0

0
人
を
超
え
る
一
般
参
加
者
が
見
ら
れ
、
本
件

に
関
す
る
住
民
の
関
心
の
高
さ
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。 

先
ず
、
現
状
の
各
小
学
校
の
児
童
数
や
施
設
の
状
態
、

近
年
の
出
生
動
向
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
国

や
県
の
適
正
規
模
の
基
準
、
ま
た
、
優
先
す
べ
き
は
「
よ

り
良
い
教
育
環
境
の
実
現
」
に
あ
る
こ
と
、
な
ど
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
か
ら
説
明
さ
れ
、
旧
安
心
院
町
の
四
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
令
和
9
年
度
入
学
生
か
ら
一
校
に
統
合

す
る
旨
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

（
統
合
後
の
通
学
手
段
、
中
学
校
の
適
正
規
模
化
、
小
学

校
が
無
く
な
っ
た
地
域
へ
の
配
慮
な
ど
の
補
足
説
明
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
省
略
） 

続
く
質
疑
応
答
で
は
、
か
な
り
の
時
間
を
掛
け
、
広
範

な
課
題
に
亘
っ
て
白
熱
し
た
議
論
が
為
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
勢
と
し
て
市
発
表
の
方
針
に
同
意
す
る
、
と
の
結
論
に

至
り
ま
し
た
。 

こ
の
ま
ま
進
め
ば
、
再
来
年
3
月
の
第
1

3

6
回
の

卒
業
式
を
も
っ
て
我
が
津
房
小
学
校
は
閉
校
と
な
り
、
地

区
民
の
大
事
な
心
の
拠
り
所
を
失
い
ま
す
が
、
時
代
の
流

れ
と
し
て
捉
え
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
。 
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発行：津房地区まちづくり協議会 

事務局：津房地区公民館内 
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2日目 3日目 

1日目 

絵馬と並んだ永田氏 

 ・絵の大きさが判ります

ね 

作品を前に集合写真 
 花もキレイです！ ⇒ 

傾斜天井 

楼門・拝殿 


